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秋
の
磐
梯

秋
の
磐
梯  文化
の
祭
典
を
開
催

文
化
の
祭
典
を
開
催

11
月
３
日
（
木
）、
磐
梯
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
「
磐
梯
町
文
化
祭
表
彰

式
」
が
行
わ
れ
、
自
治
功
労
者
と
農
産

物
品
評
会
受
賞
者
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

式
で
は
町
長
が
「
皆
様
の
す
ば
ら
し

い
ご
功
績
に
対
し
て
町
民
を
代
表
し
て

敬
意
と
感
謝
を
表
す
と
と
も
に
、
今
後

の
更
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
自
治
功
労
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。 文

化
祭
表
彰
式

生
涯
学
習ま

ち
づ
く
り
講
演
会

自治功労者表彰（敬称略・順不同）

特別功労表彰
 （議会議員4期 16年）
 （議会議員4期 16年）
 （固定資産評価審査委員会委員18年）

（故）  （行政相談委員19年7月）
 （高額寄付者）

感謝表彰
 （議会議員2期 8年）
 （議会議員1期 4年）
 （監査委員4年）
 （固定資産評価審査委員会委員14年）
 （固定資産評価審査委員会委員16年10月）
 （農業委員会委員2期 6年）
 （農業委員会委員2期 5年7月）
 （農業委員会委員1期 3年）
 （農業委員会委員1期 3年）
 （農業委員会委員1期 3年）
 （民生委員・児童委員9年）
 （民生委員・児童委員9年）
 （民生委員・児童委員9年）
 （生涯学習推進会議委員14年）

 （介護保険運営協議会委員9年）
 （人権擁護委員6年）

青少年表彰
 （第63回全日本合唱コンクール全国大会銀賞）
 （第24回高校生による国際理解のための弁論大会最優秀賞）

職員表彰
 （勤続30年）
 （勤続30年）

農産物品評会受賞者
賞区分 集落名 氏名 受賞産品

特別賞

磐梯町長賞 大寺六区 里 芋
磐梯町議会議長賞 大寺一区 白 菜
磐梯町農業委員会長賞 布 藤 サ サ ゲ
あいづ農業協同組合長賞 赤 枝 柿
磐梯町観光協会長賞 法 正 尻 大 根

金　　賞

妙 法 原 ネ ギ
大寺一区 小 豆
大寺四区 長 イ モ
布 藤 チンゲン菜
布 藤 ブロッコリー
布 藤 サ サ ゲ
布 藤 カリフラワー
法 正 尻 大 根
法 正 尻 ホウレン草
法 正 尻 人 参
法 正 尻 サツマイモ
法 正 尻 ホウレン草
源 橋 バレイショ
源 橋 セ ロ リ
入 倉 落 花 生
上 西 連 大 豆
落 合 ピ ー マ ン
赤 枝 キ ウ イ
赤 枝 キ ャ ベ ツ
赤 枝 カ ボ チ ャ

　

11
月
３
日
（
木
）、
町
中
央
公
民
館 

講
堂
に
お
い
て
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
が
開
か
れ
、
１
０
０
名
を
超
え

る
方
が
聴
講
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
の

 

執
事
長
を
お
招
き
し
、「
徳

一
菩
薩
と
奈
良
仏
教
」
と
題
し
て
、
法

相
宗
を
中
心
と
す
る
奈
良
仏
教
と
そ
の

思
想
、
徳
一
菩
薩
の
関
わ
り
に
つ
い
て

身
近
な
話
題
を
取
り
入
れ
て
分
か
り
や

す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
古
来
日
本
は
神
仏
習
合

で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
は

聖
徳
太
子
の
「
和
」
の
心
に
通
じ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
考
え
方
は
、
日

本
人
の
思
想
の
原
点
で
あ
り
、
そ
の
思

想
を
か
た
ち
に
し
た
も
の
が
奈
良
仏
教

で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
伝
統
や
歴
史
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
触
れ
ら

れ
、
か
た
ち
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い

く
う
ち
に
心
が
で
き
て
く
る
。
焼
失
し

た
寺
院
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り
人
々

の
心
が
盛
り
上
が
り
、
心
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
歴
史
も
あ
り
、磐
梯
町
の
金
堂
・

中
門
の
復
元
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
た
講
演
に
時
折
笑
い
声
に
包
ま

れ
、華
や
い
だ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

（敬称略・順不同）

続
い
て
農
産
物
品
評
会
入
賞
者
表
彰

が
行
わ
れ
、
特
別
賞
と
金
賞
に
つ
い
て

表
彰
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
議
長
・
町
農
業
委
員
会
長
・

あ
い
づ
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

さ
ん
（

）
が
「
町
政

発
展
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
、

難
局
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
協
力
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。な

お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。

自治功労者表彰 （特別功労表彰）

自治功労者表彰 （感謝表彰）

農産物品評会審査の様子

農産物品評会受賞者表彰（磐梯町長賞）

講演する  執事長

自治功労者表彰 （青少年表彰）

23



　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日

（
日
）、
ア
ル
ツ
磐
梯
リ
ゾ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
21
回

磐
梯
新
そ
ば
ま
つ
り
」
が
開
か

れ
、
秋
を
迎
え
て
木
々
が
色
づ

き
は
じ
め
た
会
場
に
2
日
間
で

約
２
８
０
０
人
の
方
が
訪
れ
て

新
そ
ば
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で

実
行
委
員
長

が
関
係
者
を
前
に
「
東
日
本
大

震
災
に
負
け
な
い
よ
う
に
お
客

さ
ん
を
温
か
く
迎
え
ま
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
大
切
で

す
。
事
故
や
怪
我
の
な
い
よ
う

安
全
・
安
心
な
そ
ば
ま
つ
り
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
町
長
や
町
議
会
議
長
の

来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
町
そ

ば
協
会
の
鈴
木
会
長
が
開
会
宣

言
を
行
う
と
、
打
ち
上
げ
花
火

の
合
図
と
と
も
に
磐
梯
明
神
太

鼓
が
勇
壮
な
演
奏
を
開
始
し
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
華
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
日
本
農
林
規
格
に
基

づ
く
有
機
農
産
物
の
認
定
を
取

得
し
た
磐
梯
町
産
そ
ば
『
会
津

の
か
お
り
』
を
使
用
。
町
そ
ば

協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
玄
そ
ば

１
０
０
％
の
純
手
打
ち
そ
ば
と

し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
そ
ば

用
品
な
ど
の
展
示
販
売
、
町
の

特
産
品
や
新
鮮
野
菜
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
も
開
設
。
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
付
近
に
は
大
判
焼
き
な
ど

の
屋
台
も
軒
を
連
ね
て
食
欲
を

誘
う
香
り
と
と
も
に
お
祭
り
情

緒
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

磐
梯
山
を
間
近
に
臨
む
会
場

で
は
、
の
し
棒
で
打
ち
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
独

特
の
強
い
コ
シ
が
特
徴
の
「
磐

梯
そ
ば
」
を
味
わ
お
う
と
長
蛇

の
列
が
で
き
、
新
そ
ば
ま
つ
り

は
震
災
の
風
評
被
害
を
吹
き
飛

ば
す
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

第第
2121
回
磐
梯
新
そ
ば
ま
つ
り

回
磐
梯
新
そ
ば
ま
つ
り

　

10
月
23
日
（
日
）、
磐
梯
山

慧
日
寺
資
料
館
園
庭
に
お
い
て

『
慧
日
寺
門
前
市
』
が
磐
梯
新

そ
ば
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
開
か

れ
、
約
２
５
０
名
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

か
つ
て
大
寺
・
本
寺
地
区
が

会
津
仏
教
文
化
発
祥
の
地
と
し

て
栄
え
た
慧
日
寺
の
門
前
町
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
ら
い
、
現
代

版
の
門
前
市
と
し
て
磐
梯
町
の

特
産
品
や
地
元
本
寺
地
区
の
取

れ
た
て
の
農
産
物
な
ど
を
陳
列

し
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
慧
日
寺
資
料
館

や
史
跡
慧
日
寺
跡
を
訪
れ
た
方

が
足
を
止
め
て
特
産
品
な
ど
を

手
に
取
っ
た
り
、
地
元
の
方
と

談
笑
す
る
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、

観
光
客
と
町
民
が
交
流
し
、
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

慧
日
寺
門
前
市

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
す
る

 

実
行
委
員
長

山
々
の
紅
葉
を
見
な
が
ら
新
そ
ば
を

味
わ
う
来
場
者

磐
梯
明
神
太
鼓
の
演
奏
に
観
客
か
ら

拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た

町特産品やそば用品の販売コーナー

新そばを求めて多くの方が訪れましたそばを打つ町そば協会の皆さん（左）と打ちあげられた新そば（右）

門前市の様子
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現校舎が完成した頃の写真

取付道路

屋内運動場
プール こう

町民グランド

校舎

多目的
ルーム

中
学
校
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

中
学
校
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

配置計画イメージ

立面イメージ
　

磐
梯
中
学
校
は
、
戦
後
高
度

経
済
成
長
期
の
昭
和
37
年
に
現

在
の
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
校
舎
は
建
築
後
50
年
が

経
過
し
、
今
回
の
震
災
を
含
め

て
４
回
の
大
き
な
地
震
を
経
験

し
て
お
り
、
校
舎
の
老
朽
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
新

校
舎
へ
の
建
て
替
え
計
画
に
つ

い
て
ご
心
配
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
ま
で

財
源
等
の
問
題
に
よ
り
先
延
ば

し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。今
回
、

新
過
疎
法
の
延
長
に
よ
り
学
校

施
設
に
も
過
疎
債
が
充
当
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た

国
の
補
助
金
の
補
助
率
が
高
く

な
っ
た
こ
と
な
ど
、
町
に
と
り

ま
し
て
も
財
源
の
確
保
に
目
途

が
た
ち
ま
し
た
の
で
、
平
成
24

年
度
か
ら
改
築
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
総
事

業
費
は
、
約
15
億
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
磐
梯
中
学
校

建
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
、
候
補
地
の
選
定
、
校
舎
の

レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
教
室
の
配
置

ま
で
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
検

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
回
、
基
本
設
計
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
の
で
、
全
体
の
構

想
図
か
ら
新
校
舎
の
イ
メ
ー
ジ

を
紹
介
し
ま
す
。

学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス

　

こ
れ
ま
で
は
、
中
学
校
は
見

え
て
い
て
も
進
入
路
が
わ
か
ら

な
い
な
ど
の
意
見
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
解
消

す
る
た
め
に
中
央
公
民
館
の
前

か
ら
道
路
を
拡
張
し
、
校
庭
ま

で
の
進
入
路
を
新
し
く
整
備
し

ま
す
。
今
ま
で
の
進
入
路
も
校

庭
の
南
側
か
ら
西
側
の
縁
を
通

る
よ
う
に
変
更
し
、
進
入
路
を

２
カ
所
に
増
や
し
ま
す
。

校
舎
の
概
要

　

新
校
舎
は
２
階
建
て
（
一
部

３
階
建
て
）
と
し
、
現
在
の
校

舎
の
北
側
に
建
設
し
ま
す
。
今

回
の
震
災
を
受
け
て
、
被
災
者

の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に

地
下
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
確

で
き
る
ほ
か
、
２
０
０
メ
ー
ト

ル
の
ト
ラ
ッ
ク
と
１
０
０
メ
ー

ト
ル
の
直
線
レ
ー
ン
も
利
用
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
新
校
舎
な
ど
の

説
明
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
ま
で
の
計
画
で
あ
り
、
今
後

に
お
い
て
県
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
一
部
修

正
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

た
、
通
常
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
と

し
て
使
用
し
、
生
徒
が
一
堂
に

集
合
し
て
、
昼
食
を
と
る
場
所

に
な
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備

　

現
在
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
体
育

館
が
障
害
に
な
り
、
野
球
な
ど

に
お
い
て
十
分
な
広
さ
が
確
保

で
き
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
計
画
で

は
、
校
舎
と
体
育
館
を
北
側
に

移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
両

翼
80
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
確
保

保
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
科
室

を
隣
に
設
置
し
て
、
炊
事
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

１
階
は
、
職
員
室
な
ど
の
管

理
ブ
ロ
ッ
ク
と
美
術
室
な
ど
の

特
別
教
室
を
設
置
し
、
玄
関
は

教
職
員
と
生
徒
、
来
客
を
１
カ

所
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
審
者
侵
入
防
止
な
ど
の
対
策

を
強
化
し
ま
す
。

　

２
階
は
、
生
徒
が
通
常
使
用

す
る
普
通
教
室
と
図
書
室
な
ど

を
配
置
し
ま
す
。
屋
内
運
動
場

へ
は
、
１
階
と
２
階
か
ら
接
続

し
ま
す
。

　

続
い
て
屋
内
運
動
場
と
プ
ー

ル
を
説
明
し
ま
す
。
屋
内
運
動

場
の
１
階
に
25
メ
ー
ト
ル
の
屋

内
プ
ー
ル
を
設
置
し
、
冬
期
間

は
水
を
抜
い
て
多
目
的
施
設
と

し
て
使
用
し
ま
す
。
２
階
は
通

常
の
体
育
館
と
し
て
使
用
し
、

現
在
の
体
育
館
よ
り
面
積
が
大

き
く
な
り
ま
す
。

　

次
に
多
目
的
ル
ー
ム
を
説
明

し
ま
す
。
名
称
の
と
お
り
多
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
が
、入
学
式
や
卒
業
式
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
各
種
打
ち
合
わ
せ

は
こ
の
場
所
で
行
い
ま
す
。
ま

校舎
多目的ルーム

屋内運動場・プール

中学校建設の整備スケジュール

平成 22年度 中学校建設検討委員会を設置

平成 23年度 基本設計・地質調査・実施設計

平成 24年度 新校舎建築着手
 現プール解体

平成 25年度 新校舎完成
 現校舎解体

平成 26年度 新屋内運動場・プール建設
 現屋内運動場解体

平成 27年度 グラウンド整備・取付道路完成
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七ツ森で少年サッカー大会を開催
10月8日（土）・9日（日）に七ツ森グリーンビレッ

ジにおいて「第5回福島・磐梯カップジュニアサッ

カー大会」が開かれました。

大会には、県内各地域から12チームが参加。

初日のリーグ戦、２日目のトーナメント戦により磐梯

町長杯を争って熱戦が繰り広げられました。

秋空の下で天然芝のグランドを縦横無尽に駆け

まわる選手たちに、保護者や関係者から温かい声

援と拍手がおくられました。

結果、「Vamos 福島ホワイトリバーフットボールク

ラブ」（白河市）が見事優勝の栄冠を勝ち取りました。雄大な磐梯山の麓でのびのびプレー

地区懇談会を開催中
現在町では、「温もりと活力あるまちづくり」を

基本理念とし振興計画を軸に様々な事業に取り組

んでいますが、今後の事業遂行にあたって地区の

皆さんからのご意見を反映させるため、10月17

日の大寺一区をはじめに11月末までの予定で27

行政区を随時まわる懇談会を開催しています。

懇談会では、１．企業誘致事業について　２．

子育て支援事業について　３．中学校建設事業

について 町から概要を説明し、地区の皆さんから

は様々な貴重な意見をいただきました。

皆さんからいただいた意見は、今後の町政に活

かしてまいります。また、今後訪問します行政区

の皆さんにおかれましては、地区懇談会への積極

的な参加をよろしくお願いします。
地区懇談会の様子（赤枝地区）

さん地方教育行政功労者
表彰を受賞

10 月 17日（月）、 さん（大寺一区）

が役場庁舎を訪れ、地方教育行政功労者文部科

学大臣表彰受賞について報告しました。

さんは、平成 10 年から12 年間の長きに

わたり教育委員を務められ、その間委員長を2回

歴任し、幼・小・中一貫教育など学校教育の振

興をはじめ、国際交流教育の推進、学校給食に

おける食の安全や食育の推進、生涯学習の充実

など幅広い分野において功績を残されました。

そうした教育への献身的な取り組みが今回認め

られ、表彰されました。受賞の報告をする さん（中央）

中学校で夢まつり
10月23日 (日 )、磐梯
中学校において「夢まつり」
が開かれ、総合学習成果
のステージ発表や校内合
唱コンクールなど多彩なイ
ベントが催され、保護者を
中心に多くの人でにぎわい
ました。生徒によるステージ発表

（株）シグマの皆さんが道路清掃活動
10月3日（月）、美しく
快適な道路環境を守るた
め、（株）シグマの従業員
の方々が会社周辺道路の
清掃活動を行いました。
捨てられていた空き缶な

ど拾っていただき、道路が
大変きれいになりました。
ありがとうございました。 環境美化に取り組む

（株）シグマ従業員の皆さん

ご寄附ありがとうございます
10月12日（水）、 さん（本寺）から町の福祉向上の
ために役立てていただきたいと100,000円のご寄附をいただき
ました。

また、10月31日（月）、
（財）青少年交流振興協会
エンジョイゴルフ IN 会津
実行委員会から子供のス
ポーツ振興に活用願いたい
と50,000円をご寄附いた
だきました。
それぞれご寄附の趣旨

にそって有意義に活用させ
ていただきます。ありがと
うございます。

 エンジョイゴルフ IN 会津
実行委員（左）と 実行委員（中央）

人権擁護委員に さん再任
10月1日付けで  
さん（上西連）が人権擁
護委員として法務大臣から
委嘱されました。任期は3
年間になります。
今後も基本的人権の擁護

と人権意識の普及啓発への
取り組みをよろしくお願いし
ます。人権擁護委員に再任された さん

（157）

なぜ　湯 殿 山 27
　今まで湯殿山とは何なのか、と見
てきたが、現代宗教学者、修験に詳
しい久保田展広著「修験道、実践
宗教の世界」から一部紹介したい。
１． 江戸時代に、湯殿山では、月山
や羽黒山をしのぐほどであったと
いう。それは、一つには月山の
奥の院としての人気であり、庶民
の多くが実際には登拝が不可能
であった月山を遙拝し、あるいは
月山に参るのと同様の信仰が、こ
の湯殿山において果たすことがで
きたことにあるのではないか。

２． 熱湯の湧き出る巨岩に向って左
手にいつも水に濡れているような
黒ずんだ岩肌もあらわな巨岩があ
る。「霊祭供養所」と呼ばれ、岩
供養の果たされる巨岩がこれであ
る。
　参詣の人々は、死者の戒名を
小さな白紙（位牌紙）に書いて、
滴り落ちる水に濡らしてこの岩に
張りつける。「先祖代々の霊」とか、
故人の戒名を示した紙である。時
を経て消えてなくなると、死者の
霊は山へ浄化して行くのだと信じ
られている。
　だが、ここで浄化していく山と
は、湯殿山ではなく月山ではな
かったか。つまり岩供養を営む巨
岩は、祖霊神の山であり、死者
救済の山である阿弥陀如来の浄
土としての月山として観念されて
きたのではないだろうか。

（文・写真　國分）

湯殿山の御神体の巨岩
（熱湯が溢れでている）
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「第11回磐梯町国際教育交流派遣事業」
カナダ訪問記　Vol.2

素晴らしい出会いに感謝！
磐梯第一小学校 教諭 　

　『Welcome to Canada!』ペンティクトン空港に到着す

るとすぐ、リンダたちが満面の笑顔とハグで迎えてくれ

ました。突然ギュッと抱きしめられて、驚きながらも嬉

しそうな子供たちの顔が印象的でした。

　Oliver 滞在中、リンダたちはカナダならではの楽

しい活動をたくさん用意してくださいました。Lawn  

Bowling、アイススケートやスケートボード、ピーチフェ

スティバル、美しい湖畔でのピクニック、驚くほど大き

いピザやアイスクリーム。どれも新鮮な体験でした。

　分刻みのスケジュールに驚く子供たちに対して、「少

しずついろんなカナダを体験してほしいの。興味を持っ

たら、またカナダに来てね！」というリンダの言葉に、今回の交流事業に対する熱い想いが伝わってきました。

　また、子供たちの未熟な英語に真剣に耳を傾け、易しい英語で話しかけ、伝え合う喜びを味わわせてくだ

さいました。今回、子供たちが味わった思いは、これからの英語の学習に必ず生かされることでしょう。今

回の事業で、そのような『人との出会い・つながり』を与えていただいたことに心から感謝しています。あ

りがとうございました。

６月に磐梯町にいらっしゃったミスオリバーの
ジュリーとその母との記念の一枚

実践することから始まる国際交流
磐梯中学校１年　

　『話したいことがあれば間違ってもいいから話さない

と、いつまでたっても英語を話せるようにはならない』

ということを、実体験として学習できたのは大きな成果

でした。

　ホームステイが始まったばかりの頃は、不安だらけで

したが、先生に教えてもらいながらも単語を並べて話を

すると、それだけで言いたいことをわかってくださいま

した。そこで、まずは言いたいことを相手に伝えようと

いう気持ちが大事なんだとわかりました。これからも積

極的に英語を使ってみようと思っています。

　それから、オリバーの方々はみんなフレンドリーで、どこに行っても声をかけてくださったり、お土産をい

ただいたり、私たちを歓迎してくださいましたし、どこに行ってもだれと会っても、みんながすてきな笑顔で、

とても楽しそうにしていたのが印象的でした。

　そして、心に残っているのは、リンダさんの家で過ごした時間です。どの時間もリンダさんの笑顔でいっぱ

いです。とてもすてきな時間をありがとうございました。また、そんな時間をくださった磐梯町のみなさんに

感謝します。ありがとうございました。

リンダさんのお孫さんとそのお友達と一緒に！

カナダでの学びをこれからの学習へ
磐梯中学校１年　

　明るい中で夕ご飯を食べ、夕食後の散歩もまだ明る

い中で行うという不思議な体験をしました。カナダの夏

は日照時間が長いので、夜の 9時頃まではとても明る

いのだそうです。

　初めのうちは緊張もあってか、知っている英単語を並

べてみても小さな子たちには通じなくて、ジェスチャー

で折り紙を教えましたが、ホストファミリーの方々はゆっ

くり話してくださるし、私の言いたいことをじっくりと聞

いてわかってくださろうとするので、何とか会話をするこ

ともできました。もっとオリバーにいて、もっとみなさん

と話がしたいと思いました。

　また、たくさんのことを計画してくださっていて、ピーチフェスティバルの見学や、アイススケートの体験、

果樹園の見学、さよならディナーなど、本当に心に残ることばかりでした。「１年生が行っても何もできない

のではないか」という声もあったようですが、多くの体験をさせていただき、これからの目標を持つこともで

きました。カナダで学習させていただいたことへの恩返しのためにも、もっともっと勉強していくつもりです。

今回は本当にありがとうございました。

先住民の踊りを披露してくれた男の子を
交えての記念撮影です

体験から学習を深める国際交流
磐梯中学校１年　

　オリバー市での最後の夜は、さよならディナーに市長

さんをはじめとする多くの人たちが参加して、歌ったり

踊ったり、食べたり遊んだりすることができ、多くの方々

と交流できた楽しい時間となりました。（写真で見る限り

は昼間のように明るいけれども、夜の行事だという不思

議さも印象に残っています。）

　夏は暗くなるのがとても遅いという自然現象や、車は

左ハンドルで右側を走るという文化の違いを見てきまし

た。その他にもきっと様々な日本との違いがあると思い

ます。これからもオリバーやカナダについて学びたいと

思います。

　また、私は簡単な文法と単語しか知りませんが、みんなが私の話に耳を傾け、聞いてくださろうとするし、

私の質問にも丁寧に答えてくださろうとするのに感動しました。このことで自分が一生懸命に伝えようとすると、

言葉を少ししか知らなくても、何とか思いは伝わるのだということがわかりました。伝わったときのうれしさを

忘れずに、これからも積極的に英語の勉強をしていきたいと思います。今回はこのような素晴らしい体験を

させていただき、ありがとうございました。

スネークショーで実際に蛇を触らせていただきました
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１ 人件費の状況（平成 22 年度普通会計決算）
 住民基本台帳人口
  （23．3．31 現在）  歳出額（Ａ）  実質収支  人件費（Ｂ）  人件費率

 （Ｂ／Ａ）
人

３，８５５
千円

３，６１２，９２４
千円

１３８，４６０
千円

６０５，０３３
％

   １６．７５

２ 職員給与費の状況（平成 23 年度普通会計予算）

 給料  期末・勤勉手当  その他の手当
 （退職手当を除く）  計

千円
２５４，１４５

千円
９２，３３０

千円
３８，６９３

千円
３８５，１６８

３ 職員の平均年齢及び平均給料月額の状況
 一般行政職員

平均年齢 平均給料月額

４０歳 ５月 ３１５，０００円

４ 職員の初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況

区分 初任給
経験年数

 １０年～１５年  ２０年～２５年  ３０年～３５年

 一般行政職
 大学卒 １７５，１００円 ２４４，７００円 ３４８，１００円 ４０２，８００円

 高校卒 １４２，５００円 ２３１，４００円 ３５４，９００円 ３８８，５００円

※　 経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴などがある場合にはその期間を換算
し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

５ 特別職の報酬の状況
区　分 給料（報酬）月額 区　分 給料（報酬）月額  期末手当

町　長 ７１７，０００円 議　長 ２６５，０００円
   ６月期　１．４０月分
   12 月期   １．５０月分
   　計    　２．９０月分

副町長 ５７９，０００円 副議長 ２１５，０００円

教育長 ５４９，０００円 委員長 ２００，０００円

議　員 １９３，０００円

６ 一般行政職の級別職員数の状況 
 区　分  １級  ２級  ３級  ４級  ５級  ６級  ７級  計

 一般行政
 職の職務
 内容  主　事  主　査  副主幹  主　幹  副参事  参　事  理　事

  職員数 １０人 ５人 １６人 １６人  ６人 ３人 ０人 ５６人

  構成比 17.9% 8.9% 28.6% 28.6% 10.7% 5.4% 0.0% 100.0%

※　職員の代表的な職種であり級別の職務とその職員数及び構成比です。 

町職員給与・定員管理の公表７ 職員手当の状況

期末勤勉
手当

区分 ６月期 12 月期 計
期末手当 １．２２５月分  １．３２５月分       ２．５５月分
勤勉手当 ０．６７５月分  ０．６７５月分       １．３５月分

 制度上の段階、職務の級による加算措置あり

退職手当

支
給
率

勤続年数 自己都合退職 定年・勧奨退職
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最 高 限 度

 ２３．５０月分
 ３３．５０月分
 ４７．５０月分
 ５９．２８月分

 　３０．５５月分
 　４１．３４月分
 　５９．２８月分
 　５９．２８月分

 勤続年数に応じて退職時の特別昇給あり
 定年前早期退職者に対する加算措置あり（２～ 20％）

特殊勤務
手当

 危険、不快、不健康または困難な業務に従事する職員に対して支給する手当
 職員全体に占める手当支給対象職員の割合              　  ２０．８％
 支給対象職員１人当たりの平均支給月額              　２，６００円
 手当の種類（手当数）                　    ８種類

 特殊勤務手当
 の名称

徴税事務従事手当、保育従事手当、幼稚園教育従事手当、水道技術管理者手当、
水道現場作業従事手当、伝染病防疫作業従事手当、行路病死人処理手当、
児童館保育従事手当

時間外
勤務手当

 正規の勤務時間を超えて勤務した際に支給される手当
   平成 22年度　支給総額（選挙費・災害対策費を除く）　１６，４７６千円
 　　　　　　　 支給職員１人当たりの平均支給月額　　  ２１，４５３円

扶養手当

支給要件 手当額（月額）

 下記の者で他に生計の途が なく主
として職員の扶養を受 けている者
  配偶者､ 満２２歳までの子､
  孫弟妹､ ６０歳以上の父母､
  祖父母､ 重度心身障害者

 ・配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，０００円
 ・配偶者以外の扶養親族　　　　　　　　　　　　６，５００円
 ・配偶者のない職員の扶養親族のうち１人目　　１１，０００円
 ・16 歳～ 22歳の子（加算）　　　　　　　　　　 ５，０００円

住居手当
 借家・借間  月額９，５００円を超える家賃を支払っている職員に対し、１００円～２７，０００円
 持　　　家  新築・取得から５年まで３，０００円、５年以降２，０００円

通勤手当
交通機関等
利用者  運賃等相当額が５５，０００円以下については運賃等相当額

 交通用具使用者  通勤距離に応じて２，５００円～４９，３００円 ( 片道２㎞以上 )

８ 部門別職員数の状況
区　分  Ｈ 22  Ｈ 23  増 減  区　分  Ｈ 22  Ｈ 23  増 減

 一般行政部門

 議　会
 総　務
 税　務
 民　生
 衛　生
 農　林
 商　工
 土　木

１
２２
３
９
６
６
２
４

１
２２
３
９
５
６
２
４

０
０
０
０
△１
０
０
０

 特別行政部門
 教　育 １１ １２ １
 小　計   １１   １２ １

 公営企業部門

  水　道
  下水道
  その他

    ３
    ３
    ４

    ３
    ２
    ４

０
△１
０

  小　計   １０   ９ △１

 合　計  人
  ７４

 人
  ７３

 人
   △１

  小　計 ５３ ５２  △１
 ※　地方公共団体定員管理調査より

９ 職員数の推移　　　　　　　　　　　                                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
 区　分  16 年度  17 年度  18 年度   19 年度  20 年度  21 年度 22年度 23年度

 一般行政部門職員    ５７  　５６  　５８  ５８  ５６  ５４ ５３ ５２
 教育部門職員    １３  　１４  　１３  １１  １１  １１ １１ １２

 公営企業部門職員    １２  　１２  　１２  １０  １１  １０ １０ 　９
 合　計    ８２  　８２  　８３  ７９  ７８  ７５ ７４ ７３

　町職員の給与は、民間給与の調査に基づく人事院や県人事委員会の勧告及び国や他の地方公共団体な
どとの均衡を考慮しながら、町議会の審議を経て条例で定められています。その概要について公表しま
す。( 特に記載されているもの以外は平成 23年 4月 1日現在の給与実態調査等を基にしたものです )
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細
胞
が
さ
び
つ
い
て
も
ろ
く

な
る(

老
化)

原
因
の
ひ
と
つ

は
活
性
酸
素
に
よ
る
も
の
で
す
。

発
生
原
因
は
呼
吸
や
ス
ト
レ

ス
、
喫
煙
、
排
ガ
ス
な
ど
、
日

常
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
こ
れ
ら
を
完
全
に
排
除
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
活
性
酸
素
の
発
生

防
止
や
除
去
に
役
立
つ
抗
酸
化

成
分
は
、
食
品
か
ら
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
々

増
え
る
体
内
の
活
性
酸
素
の
害

を
、
毎
日
の
食
事
で
ブ
ロ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

　

抗
酸
化
作
用
が
期
待
で
き
る

成
分
は
、
β
―
カ
ロ
テ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
の
ビ
タ
ミ
ン
類
、

野
菜
や
果
物
の
香
り
、
色
素
、

ア
ク
の
成
分
で
あ
る
フ
ィ
ト
ケ

ミ
カ
ル
で
す
。
こ
れ
ら
は
植
物

性
食
品
に
広
く
含
ま
れ
、
副
菜

料
理
は
こ
の
成
分
が
特
に
多
い

一
皿
。
毎
食
欠
か
さ
ず
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
種
実

類
や
一
部
の
魚
介
類
に
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

退院までの準備
　入院中に､ 夫と Aさんと担当医師と看護師､ リハビリテーションのスタッ
フと医療ソーシャルワーカーを交えて､ どんなサービスが必要か相談をして
いきました。
　退院前に自宅の玄関、廊下､ 浴室に手すりを取り付け（住宅改修）､ 浴用椅
子とポータブルトイレを購入し（福祉用具購入）、電動ベッドと 4点杖を借り
る（福祉用具貸与）ことになりました。

退院してからの生活
　要支援 ･要介護認定を受け､運動機能の低下を防ぐために通所リハビリテー
ションサービスを週 2回利用しています｡ また､ A さんが家を空けなければ
ならない時は施設に泊まって（ショートステイ）、リハビリテーションや日常
生活のお世話を受けています。
　地域包括支援センターでは､ 今後も Aさんと夫が安心して二人暮らしを続
けられるように､ 様々な方と連携しながらお二人を支援していきます。

事例

　町内に住む Aさんは夫と二人暮らしでした｡ Aさんの夫は脳血管疾患で入院｡
左半身麻痺となりましたが病院でリハビリを行ない少しずつ歩けるようになっ
てきました｡ 病院から退院準備の話があり､ 地域包括支援センターに相談があ
りました｡ 訪問してお話を伺い､ 夫と Aさんと話し合ったうえで､ 介護保険要
介護認定の申請をし、自宅に退院する準備をすることになりました。

血管内での活性酸素
　活性酸素によってさびついた（酸化）
LDLコレステロールは異物とみなされ、白
血球の一種「マクロファージ（泡沫細胞）」
によって処理されます。しかしこの状態が続
き、処理しきれずに変性したマクロファージ
は、血管壁にたまります。
　その結果、血管内が狭くなって血液が流

れにくい状態（動脈硬化）になります。

食生活でアンチエイジング
　細胞を若々しく保つためには、植物性食
品に多く含まれるβ―カロテン、ビタミンC・
E、フィトケミカルなどの抗酸化作用が強い
成分がおすすめです。
・β―カロテン→人参、かぼちゃ
・ビタミンC→ブロッコリー
・ビタミンE→鮭、アーモンド
・ フィトケミカル→玉ねぎ、生姜、ぶどう、
トマト、しめじ、しいたけなど

　

も
し
自
分
や
ご
家
族
が
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
ら
？　

事
例

を
通
し
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

介
護
保
険
利
用
の
実
際
に
つ
い
て

介
護
保
険
利
用
の
実
際
に
つ
い
て

抗
酸
化
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

抗
酸
化
力
を
高
め
ま
し
ょ
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

磐
梯
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
１
０
１

◎ 　地域包括支援センターは、皆様の様々な相談に乗り、適切なサービス利用の
支援をしています。ご本人、ご家族やご近所の方の事など、心配な事がごさい
ましたらお気軽にご相談ください。

す
。

‐
高
血
圧
の
薬
に
つ
い
て
‐

　

磐
梯
町
医
療
セ
ン
タ
ー

医
師　

　

診
療
所
で
外
来
を
や
っ
て
い

る
と
高
血
圧
の
患
者
さ
ん
が

大
変
多
い
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

２
０
０
６
年
の
国
民
栄
養
・
健

康
調
査
に
よ
る
と
40
歳
か
ら
74

歳
の
日
本
人
の
う
ち
男
性
の
６

割
、
女
性
の
４
割
が
高
血
圧
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
高
血

圧
患
者
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
の

人
が
治
療
を
受
け
て
い
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
せ
い
ぜ
い
２
割

程
度
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
割
合

が
低
い
原
因
と
し
て
は
、
自
覚

症
状
が
少
な
い
こ
と
が
第
一
に

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
も
う

ひ
と
つ
見
過
ご
せ
な
い
の
が

「
高
血
圧
の
薬
は
一
生
飲
ま
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
認

識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
、
高
血
圧
の
お
薬
に
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

高
血
圧
の
お
薬
は
一
生
飲
ま
な

く
て
は
い
け
な
い
も
の
な
の
か

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

血
圧
と
は
血
管
の
中
の
圧
力

で
す
が
、
水
道
管
の
内
圧
と
全

く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
水
道
管
の
圧
は
流
れ

る
水
の
量
が
増
え
れ
ば
上
が
り

ま
す
。
流
れ
る
水
の
量
は
ポ
ン

プ
の
働
き
で
決
ま
り
ま
す
。
し

か
し
、
人
間
の
血
管
は
伸
縮
す

る
の
で
、
血
圧
は
ポ
ン
プ
で
あ

る
心
臓
の
働
き
だ
け
で
な
く
そ

の
あ
と
血
管
が
ど
の
よ
う
に
伸

縮
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
血
液
は
動
脈
か
ら

静
脈
、
そ
し
て
心
臓
に
も
ど
る

と
い
う
形
で
循
環
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
血
液
の
量
が

余
分
だ
と
鬱
滞
し
て
血
圧
は
上

が
っ
て
き
ま
す
。
結
局
の
と
こ

ろ
、
血
液
の
量
が
多
く
、
心
臓

が
血
液
を
大
量
に
送
り
出
し
、

血
管
が
広
が
ら
な
け
れ
ば
血
圧

は
上
が
り
ま
す
（
心
不
全
な
ど

例
外
的
状
況
は
あ
り
ま
す
が
）。

つ
ま
り
、
高
血
圧
の
薬
は
こ
れ

の
逆
を
や
る
わ
け
で
す
。

　

利
尿
剤
は
血
液
の
量
を
減
ら

す
薬
で
す
。
血
圧
を
下
げ
る
力

は
強
く
、
ほ
か
の
薬
で
は
ダ
メ

で
、
こ
れ
に
変
え
た
ら
う
ま
く

い
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
高
尿
酸
血
症

や
糖
尿
病
が
悪
化
し
た
り
、
脱

水
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

心
臓
を
休
ま
せ
る
の
が
β
遮

断
薬
で
す
。
慢
性
の
心
不
全
の

よ
う
に
心
臓
の
力
が
低
下
し
た

状
態
で
は
心
臓
を
休
ま
せ
る
こ

の
作
用
が
役
に
立
ち
ま
す
が
、

気
管
支
を
締
め
る
働
き
が
あ
る

の
で
、
気
管
支
が
開
い
て
い
な

い
と
困
る
喘
息
患
者
に
対
し
て

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

血
管
を
広
げ
る
薬
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
有
名
な
も
の
は
４
つ
あ
り

ま
す
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
と
Ａ
Ｒ

Ｂ
は
血
管
に
収
縮
の
命
令
が
行

く
の
を
邪
魔
す
る
こ
と
で
血
管

を
広
げ
ま
す
。
重
い
副
作
用
が

あ
ま
り
な
い
だ
け
で
な
く
、
腎

臓
や
心
臓
を
保
護
し
て
く
れ
た

り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
よ

く
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
カ

ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
は
、
筋
肉
が

収
縮
す
る
の
に
必
要
な
カ
ル
シ

ウ
ム
の
働
き
を
邪
魔
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
血
管
を
広
げ
ま
す
。

重
い
副
作
用
が
す
く
な
い
割
に

は
血
圧
を
し
っ
か
り
下
げ
て
く

れ
る
印
象
が
あ
る
の
で
、
高
血

圧
の
薬
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
α
遮
断
薬
は
、
交
感

神
経
が
血
管
を
締
め
る
の
を
邪

魔
し
て
血
管
を
広
げ
る
薬
で

す
。
血
管
と
同
時
に
尿
道
を
締

め
る
筋
肉
も
緩
め
る
の
で
、
尿

の
出
の
悪
い
患
者
さ
ん
に
よ
く

つ
か
わ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
高
血
圧
の
薬
が
あ
り
ま
す

が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

生
活
習
慣
を
変
え
れ
ば
結
構
血

圧
は
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
多
く
の
患
者
さ
ん

の
場
合
、
動
脈
硬
化
（
で
血
管

が
広
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
）と
塩
分
の
取
り
す
ぎ（
で

血
液
の
量
が
増
え
て
し
ま
う
こ

と
）
が
高
血
圧
の
原
因
で
あ

り
、
こ
れ
を
改
め
れ
ば
血
圧
は

さ
が
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
す

る
と
、
薬
は
も
は
や
い
ら
な
い

わ
け
で
、「
一
生
薬
を
飲
み
続

け
る
」
と
い
う
こ
と
は
な
く
な

る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、「
高

血
圧
の
薬
は
一
生
飲
み
続
け
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の

は
理
屈
上
間
違
っ
た
意
見
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
理
想
論
で

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
血
管

は
年
を
と
る
と
そ
れ
だ
け
硬
く

な
り
ま
す
。
こ
の
一
点
を
取
っ

て
も
高
血
圧
か
ら
抜
け
出
す
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

論
上
は
薬
を
や
め
ら
れ
る
は
ず

で
す
が
、
現
実
に
う
ま
く
い
く

ケ
ー
ス
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
高
血
圧
の
薬
に

つ
い
て
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

考
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

高
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で
い
た

だ
く
理
由
は
、
高
血
圧
の
ま
ま

だ
と
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
に
な

る
危
険
が
増
し
、
血
圧
を
下
げ

る
と
こ
れ
ら
の
病
気
に
な
る
確

率
が
明
ら
か
に
減
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、
一
生
飲

む
か
ど
う
か
は
あ
ま
り
問
題
で

は
な
い
の
で
す
。
現
状
で
は
、

い
つ
か
や
め
る
こ
と
を
目
標
に

し
な
が
ら
血
圧
の
薬
を
飲
ん
で

い
く
の
が
一
番
い
い
つ
き
あ
い

方
だ
と
思
い
ま
す
。
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〔
ば
ん
だ
い
っ
子
ク
ラ
ブ
〕

　

10
月
10
日
（
月
）、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
し
て
、
町
の

お
お
る
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
期
大
会

の
ふ
わ
っ
と
ぼ
う
る
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

真
剣
に
そ
し
て
楽
し
く
体
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔
磐
梯
大
学
館
外
研
修
〕

　

10
月
6
日
（
木
）、
館
外
研

修
と
し
て
新
潟
方
面
へ
行
き
ま

し
た
。

　

弥
彦
神
社
を
参
拝
し
、
越
後

で
初
め
て
の
代
官
所
が
お
か
れ

た
天
領
出
雲
崎
時
代
館
や
出
雲

崎
出
身
の
僧
侶
で
あ
り
歌
人
で

あ
る
良
寛
の
記
念
館
等
を
見
学

し
ま
し
た
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＜ 12月の予定＞
 3 日 ( 土 ) 女性カレッジ（キムチづくり）
 8 日 ( 木 )  磐梯大学閉講式
 11 日 ( 日 )  町民卓球大会
 25 日 ( 日 )  女性カレッジ閉講式
 28 日 ( 水 )  仕事納め
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首都圏で会津の魅力を直接発信
10 月 25 日（火）・26 日（水）、東京の新宿

駅西口広場において『会津秋の大収穫祭 in 新宿』
が開催され、多くの人で賑わいました。
東日本大震災や原発事故による風評被害払拭
と復興・再生を図ろうと福島県と会津地方 17
市町村で組織する実行委員会が主催したもの
で、豪雨被害のなかった会津地方 13 市町村を
中心に 15の団体が出店しました。
このイベントに磐梯町も出店し、新鮮な地元
農産物や加工品の試食や販売を行って首都圏の
方々に直接触れあうことで、会津の魅力を存分
に発信しました。多くの人で賑わう磐梯町のブース

避難所閉所式（リゾートイン磐梯）
10 月 28日（金）、東日本大震災の避難所であ
るリゾートイン磐梯で、閉所式が行われました。
式には、避難している方を中心に約30名が出
席。町長が「11月1日より新たなスタートです
が、前向きに希望を持って今後も頑張ってくだ
さい。機会があれば磐梯町にまた来ていただき
たい」とあいさつを述べ、全員でひとつのテー
ブルを囲んで夕食を共にしました。
リゾートイン磐梯の避難所は、3月21日から
10月 31日まで 225日間にわたって開設され、
多いときには200名を超える避難者を受け入れ
てきました。10月末をもって避難所は役目を終
えて閉鎖され、避難されていた方々は、それぞ
れの地において新生活を始めることになります。

テーブルを囲んで乾杯する出席者

朗読＆ワークショップ「よみひと知らず」を開催（リゾートイン磐梯）
10月27日（木）、東日本大震災避難所の閉鎖
を前に、リゾート磐梯において朗読＆ワークショッ
プ「よみひと知らず」が開かれました。
日本テレビが被災地支援活動の一環として主催

したもので、日本テレビから さん、  
さん、 さん、地元福島中央テレビ

から さん、 さんの 5名の
アナウンサーが出席しました。
イベントには、避難されている方を中心に、地
元の皆さんなど約 40 名が集まり、 さんと
さんが行う発声練習や早口言葉の出張授業に

参加して一緒に声を出して楽しんだり、 さん、
さん、 さんが披露する落語に会場が笑い声
に包まれるなど、楽しいひとときを過ごしました。すてきなひとときを演出してくれたアナウンサーの皆さん

良寛記念館展望台で良寛像の前にて記念撮影をしました

時代館で解説員の方の説明を聞きました

元気良く選手宣誓 !!中学生 VS小学生の試合の様子です

皆さん、爽やかな笑顔ではい！チーズ♪ 細かなビーズや松ぼっくりなどを貼り付けて…
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平成23年10月から子ども手当が変わります平成23年10月から子ども手当が変わります
‐ 10月以降の子ども手当制度について（平成23年10月～平成24年3月）‐

１．支給対象
子ども手当は、中学校卒業まで（15 歳に達し
た後最初の 3月 31日まで）の子どもを養育し
ている方に支給します。

２．支給額
子どもの年齢 子ども手当月額
3歳未満 一律 15,000 円
3歳以上
小学校修了前

10,000 円（ 第 3 子 以 降 は
15,000 円）

中学生 一律 10,000 円
※ 　子どもの数は 18歳に達する日以後の最初
の 3月 31日までの間にある子どもの中で数
えます。

エアゾール缶の捨て方
　平成 19 年度よりエアゾール缶等の製造に
おいて中身排出機構の装着が推進されており、
比較的容易に中身を出し切ってから廃棄でき
るようになってきています。以下の点に注意
して排出されますようにお願いします。
1中身の有無を確認しましょう。
2使いきれないものは中身を出しましょう。
　① エアゾール缶の場合

音がしなくなるまでスプレーボタンを押
し、中身を出す。または、中身排出機構
のキャップ等を使って中身を出す。

　② カセットボンベの場合
火気のない風通しのよい場所で穴を開け
てガス抜きをしてください。

使い捨てライターについて
　平成 22年 11月5日の閣議決定により、チャ
イルドレジスタンス機能付きライター ( 子供が簡
単に使えない機能のライター ) 以外は販売でき
ないことになり、今後従来より多くの使い捨てラ
イターが廃棄されることが考えられます。
　エアゾール缶等と同様に収集運搬・処理施設
の各段階での火災等の事故が懸念されます。廃
棄される際には、内部のガス抜きをしてから排出
されますようにお願いします。

３．支給時期
平成 24年 2月 平成 23年 10月～

平成 24年 1月分（４カ月分）
平成 24年 6月 平成 24年 2月～

3月分（２カ月分）
４．新たな支給要件等
・ お子様が国内に居住していること（留学中の
場合等を除く）
・ 児童養護施設等に入所している子ども等は施
設の設置者等に手当を支給する
・ 未成年後見人や父母指定者（父母等が国外に
いる場合）に対しても、父母と同様の監護・
生計用件を備えておれば支給可能
・ 監護、生計要件を満たすものが複数いる場合
は、子どもと同居している者に支給（離婚協
議中で別居している場合は同居している者に
支給）

◆問い合わせ先
　役場町民課 保健福祉グループ　☎0242-74-1216

◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ　☎0242-74-1215

◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ☎0242-74-1215
　会津若松年金事務所☎0242-27-5321

中学校卒業前のお子さんをもつ方へ
10 月からの子ども手当を受け取るためには、これまで子ども手当を受け取っていた方も
含め、全ての方について申請が必要です。

　申請書等は、平成 23年 9月末現在において磐
梯町で受給者だった方に郵送でお送りいたしま
す。施行日前において現に支給要件に該当してい
る方については、平成 24 年 3月 31 日までに請
求を行えば、平成 23 年 10 月分の手当から受給
することができます。
　ただし、下記に該当する方は遡ることができま
せん。
・ 10 月 1日以降に他の市区町村へ転出（転入）
された方
・ 10 月 1日以降にお子さんが生まれた方
　これらに該当する方は事実の発生した翌日から
15 日以内にお住まいの市町村で申請を行ってく
ださい。

こんな時どうするの？
・初めてのお子さんが生まれたとき
→お住まいの市区町村に申請しましょう
10 月以降に出生により新たに受給資格が生じた場合、
お住まいの市区町村の窓口（公務員は勤務先）に申請
が必要です。
【申請に必要な添付書類】
・ 健康保険被保険者証の写しなど（請求者が被用者の
場合）
・ 請求者名義の金融機関の口座番号が分かるもの
※ この他、必要に応じて提出する書類があります。

・ 第 2子以降の出生により養育するお子さんが増
えた場合など、手当の額が増額になるとき
→お住まいの市区町村に申請しましょう
手当額が増額する事由が発生した日の翌日から 15 日
以内に申請が必要です。

・他の市区町村に住所が変わったとき
→転入先の市区町村へ申請しましょう
転出した日（転出予定日）の翌日から 15 日以内に申
請が必要です。

・公務員になったとき、公務員でなくなったとき
→ お住まいの市区町村と勤務先に届け出・申請を
しましょう
公務員は、勤務先から子ども手当が支給されます。公
務員になった日の翌日から 15 日以内に申請が必要で
す。公務員でなくなったときも、その翌日から 15 日
以内に申請が必要です。

子ども手当は、原則、申請した月の翌月分か
ら支給されます。ただし、出生日や転出予定
日（異動日）が月末に近い場合、申請が翌月
になっても異動日の翌日から 15 日以内の申請
であれば、申請月から支給します。申請が遅
れると、遅れた月分の手当を受けられなくな
ることがありますので、ご注意ください。

不燃ごみ(スプレー缶等)を捨てる際のご注意不燃ごみ(スプレー缶等)を捨てる際のご注意
　9月の下旬に更科団地及び諏訪山住宅団地のごみステーションでスプレー缶を回収した際、穴を開けガス

抜きをしていなかったために収集車が小爆発し消火作業に至りました。収集運搬における事故防止、及び破

砕処理施設においての爆発事故を防止するため以下の点にご注意ください。

年金受給者のみなさんへ年金受給者のみなさんへ

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得と
して所得税の課税対象とされています。（障害年
金・遺族年金は課税されません。）
　課税対象となる受給者の方には、毎年 11月上
旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が
送付されますので、12 月１日の提出期限までに
必ず提出してください。
　この申告により、翌年中に受けられる年金にか
かる所得税の源泉徴収税額が決まります。もし提
出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の源
泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注
意ください。
　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必
要です。

平成 24年分「扶養親族等申告書」
が送付される方

年齢
65歳未満 年金額が 108 万円以上

65歳以上 年金額が 158 万円以上

火気の取り扱いに注意！火気の取り扱いに注意！
一段と寒くなり暖房機器などを使用する機会も
増えました。これからの時季は、大変多く火災が
発生しています。ちょっとした気の緩みが火災を
発生させてしまいます。
みなさん一人一人が、火気の取扱いに注意しましょう。

※ 　お出かけ前の「火の元チェック」も忘れず
にお願いします !

住宅用火災警報器設置のお願い
　平成 23年 6月 1日より住宅用火災警報器の
設置が義務化されました。火災を早期に発見し
て、大切な『生命』と『財産』
を守るために、早急に設置
するようお願いします。

◆問い合わせ先
　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎ 0242-73-3100

-「扶養親族等申告書」は期限までに提出しましょう！-
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◆問い合わせ先　
    会津若松税務署 法人課税第一部門
　☎ 0242-27-4311（内線 144）

◆問い合わせ先　
    福島労働局 労働基準部 監督課
　☎ 024-536-4602

◆問い合わせ先　
    会津労働基準監督署　☎ 0242-26-6494
　福島労働局 労働基準部　☎ 024-536-4605

◆問い合わせ先　
    タウンページセンタ　☎ 0120-506-309

　（平日 午前9時～午後5時）

◆問い合わせ先　
    東北税理士会会津若松支部 支部長 遠藤 久
　☎ 0242-32-1960

◆問い合わせ先　
    ハローワーク会津若松 専門援助部門
　☎ 0242-26-3333

平成23年分年末調整説明会・税の無料相談のお知らせ平成23年分年末調整説明会・税の無料相談のお知らせ

11月は「労働時間適正化キャンペーン」期間です11月は「労働時間適正化キャンペーン」期間です

東日本大震災による被災者の皆様へ東日本大震災による被災者の皆様へ NTT東日本の電話帳を発行しますNTT東日本の電話帳を発行します

平成 23年分年末調整説明会について
　間もなく年末調整の時期を迎えますので、次の
日程により年末調整事務の説明会を開催します。
対象者
　町内の法人及び個人事業者
日時
　11月15日（火）午前と午後の2回開催
　午前の部　受付　　午前９時30分
　　　　　　説明会　午前10時～ 11時45分
　午後の部　受付　　午後1時
　　　　　　説明会　午後１時30分～３時15分
場所
　アピオスペース展示ホール

（会津若松市インター西90）
※ 　アピオスペース駐車場が満車の場合は、北側
アピオスペース第２駐車場をご利用ください。

税の無料相談について
　会津若松税理士会は11月11日から始まる「税
を考える週間」に合わせて、「税の無料相談」を
下記のとおり実施します。
　税に関してのご質問・ご相談は、ぜひこの機会
をご利用ください。
日時
　11月15日（火）　午後1時～ 4時
場所
　アピオスペース 2階 会議室

（会津若松市インター西90）
相談員
　東北税理士会　会津若松支部税理士

障害者就職面接会のご案内障害者就職面接会のご案内

平成24年 保育所入所申し込みについて平成24年 保育所入所申し込みについて

◆問い合わせ先　磐梯町 保育所　☎0242-73-3133

◆問い合わせ先 磐梯町教育委員会　☎0242-73-2017
 磐 梯 幼 稚 園　☎0242-73-3474

平成24年 幼稚園入園申し込みについて平成24年 幼稚園入園申し込みについて

１．入所対象児童
町内に住所を有し、保護者等（両親・同居の親
族・その他）が就労または求職中のため日中保
育できない家庭の児童

２．保育所に入所できる児童数及び対象児童
・定員 50 名
・ 生後満９ヶ月から３歳までの児童（平成 24 年
４月２日現在の年齢が４歳未満の児童）

３．提出書類
保育所入所申請書、両親等の就労証明書、保
育所入所に係わる調査表、申し込み補助表、両
親の源泉徴収票（写）又は確定申告の控（写）

４．入所受付期間
平成23年12月1日（木）～12月20日（火）

５．入所申し込み方法及び受付窓口
・  申請書等に必要事項を記入し、各行政区担当
の民生児童委員に「調査票」を記入していた
だき、署名・捺印を受けた後に保育所に提出
して下さい。

６．保育日数
・約 290日
（休所日:日曜日･祝祭日･12月28日～１月４日）

4. 通園方法
 保護者送迎による通園を原則とします。ただ
し、遠距離から通園する場合については「町
内生活福祉バス」を利用することができます。

5. 保育料
 無料

6. 昼食
昼食は完全給食です。月額 4,500 円（平成 23
年度実績）

7.入園募集説明会
11 月 29 日（火）午後 4時から幼稚園において
開催します。

8. 入園志願書受付期間
平成23年11月29日（火）～

平成23年12月9日（金）

1. 入園対象児童
町内在住の次の年齢の児童
・ 4歳児（平成19年4月2日～平成20年4月1日
までに生まれた者）
・ 5歳児（平成18年4月2日～平成19年4月1日
までに生まれた者）

2. 入園年月日
平成24年4月1日（入園式4月10日）

3. 保育時間
午前 9時～午後 2時
・登園時間は午前 8時 30 分からです。
・ 午前 8時からの保育については、事前にご相
談下さい。
・  4月中の新入園児の保育時間は、短縮になります。

・保育時間
月～土　8:30～16:30（7:00～19:00）
※ （　）は特別保育時間で早朝・延長保育時間
になります。

７．保育料
・ 児童世帯の前年度分所得税額の階層区分によ
り保育料が決定され、３歳未満児と３歳児に
区分されます。（なお、２人目以降半額、３人
目については１/10 の額となる制度となってお
ります。）

８．遠距離地区児童の通所について
・ 遠距離地区から通所する３歳児の児童について
は、町内生活福祉バスの利用ができます。

９．入所説明会
11 月 18日（金）午後６時から保育所において
開催します。

　厚生労働省では、11月を「労働時間適正化キャ
ンペーン」とし、労使をはじめとする関係者に対
して、長時間労働の抑制等の労働時間適正化を図
る取り組みが行われるよう周知・啓発等を行うと
ともに、キャンペーンの一環として、厚生労働省
ホームページにおいて職場の労時間に関する情報
を受け付けています。
期間
　11月1日（火）～ 11月30日（水）
URL：http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/campaign.html

　社員、パートタイマーなどの従業員の方が仕事
中または通勤途中で地震・津波に遭遇し、ケガや
死亡された場合、ご本人やご家族の方は、労災保
険から給付を受けることができます。
　詳しくはお近くの労働基準監督署または福島
労働局にご相談ください。

　NTT 東日本では、12月中に順次、新しい福島
県版の電話帳を各ご家庭や事業所へお届けしま
す。現在お使いの電話帳は、お届けの際に回収し
ますので、配達員へお渡しください。
　回収した電話帳は、地球環境保護や資源の有効
活用のため、新しい電話帳の原材料となります。

　就職希望の障害者と求人企業が一堂に会し、数
多くの面接の機会を確保し、障害者の雇用の促進
を図ることを目的とした「障害者就職面接会」を
下記の内容で開催します。
日時
　11月29日（火）午後1時30分～ 4時
場所
　会津アピオスペース 展示ホール

（会津若松市インター西 90）
参加予定企業数
　約 25社（予定）
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●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

 氏 名　 行政区 年齢
おくやみおくやみ

10/ 3 　本 寺 100歳
10/ 8 　大 寺 四 区 84歳
10/ 9 　上 西 連 83歳

10/10 　大 曲 80歳
10/13 　入 倉 84歳
10/27 　下 西 連 91歳
10/28 　赤 枝 79歳

（10月期　敬称略）

京都 清水寺京都 清水寺
 貫主 特別講演会 貫主 特別講演会

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23年 10月末現在）

11月30日（水）

国民健康保険税（第4期）
後期高齢者医療保険料（第4期）

お忘れなく！

日時
　11月26日（土） 午前10時～ 11時
場所
　磐梯町民体育館
演題
　「徳一菩薩をお偲びして」

 貫主プロフィール
　昭和15年 京都府生まれ
　昭和38年 花園大学卒業
昭和63年 清水寺貫主に
　　　　  就任

著書
「心を活かす、一口説法 
心を咲かそう」 他多数

※ 　毎年 12月 12日「今年の漢字」が巨大な和
紙に森 貫主によって、漢字一字が揮毫されます。
主催 
　徳一菩薩研学敷衍の会
共催 
　磐梯町

◆問い合わせ先
　磐梯山慧日寺資料館 　☎0242-73-3000

私にとって7年 4ヶ月ぶりの 3回目の異動は、8月ということもあり不安も大

きいものでした。しかし、まず豊かな自然に囲まれたこの校舎が私に安心感を

与えてくれました。そして磐梯中学校の先生方、あいさつ回りでお会いした方々

に温かく迎え入れていただき、数日で不安は解消されました。

99名の生徒たちと授業をはじめとする学校生活がスタートしましたが、夏休

みの部活動に励む生徒たちの様子から、素直で何にでも前向きに挑戦しようとす

る雰囲気を感じました。そんな生徒たちと過ごしていくことがとても楽しみです。

私は西会津町で生まれ育ち、現在は会津若松市で暮らしています。福島県か

ら出たことがなく、人生のほとんどをこの会津で過ごしている井の中の蛙ですが、

自然豊かで人情あふれる会津が大好きです。1人の会津人として、微力ですが

力を尽くしたいと思います。よろしくお願いします。

磐梯第二小学校非常勤講師として勤務しています石田亮子です。

幼・小・中一貫教育に力を入れていることを耳にしておりましたが、実際に

勤務するようになって感じたことは、町が一丸になって教育に力を入れていると

いうことでした。研究授業や英語学習など、どれをとっても先生方の熱心な取り

組みを肌で感じ、そして子ども達が目をキラキラ輝かせて活動する姿、学年の

区別なくすごし、互いに協力し合う姿、とても新鮮に見えました。

初めての複式学級担当ということで、私自身学ぶことがたくさんある中、子ど

も達の純粋な「学ぼう・学びたいという気持ち」に良きアドバイスができるよう

頑張らなければならないと努力しています。

笑顔を忘れずに、子ども達と明るく楽しい学校生活を送ることができるよう、

一日一日を大切にしていきたいです。これからもよろしくお願いします。

磐梯中学校
　教諭　

磐梯第二小学校
　講師　
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。
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川　
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（
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会
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と
ア
メ
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カ
に
物
言
い
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か
れ
る 

◇　

肩
書
き
が
と
れ
て
気
楽
な
串
だ
ん
ご 

くん（横達）
平成23年6月3日生まれ

くん（更科団地）
平成23年6月30日生まれ

くん（更科団地）
平成23年6月14日生まれ
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